
「
ひ
こ
ば
え
」
水
墨
画
　
東
京
支
部
会
員
作 

　
こ
の
度
、長
谷
川
前
支
部
長
の
後
を
引
き
継
い
で
、

東
京
支
部
長
を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。新
し

い
委
員
を
含
め
て
、15
名
で
委
員
会
を
運
営
し
て
ま
い

り
ま
す
。何
と
ぞ
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
は
、東
京

支
部
の
総
会
も
、本
部
の
定
時
会
員
総
会
も
議
決
権

行
使
書
に
よ
る
書
面
総
会
で
し
た
。本
年
度
は
5
月

22
日
に
よ
う
や
く
3
年
ぶ
り
で
、開
催
支
部
岡
山
の
皆

さ
ま
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
、無
事
に

対
面
で
の
定
時
会
員
総
会
を
終
え
、や
は
り
触
れ
合
い

の
心
通
う
時
の
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

　
東
京
支
部
の
会
員
数
も
7
月
現
在
1
8
4
名
と
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。そ
れ

で
も
、会
員
た
ち
の
熱
い
呼
び
か
け
に
応
え
て
い
た

だ
き
、こ
の
と
こ
ろ
一
人
ふ
た
り
と
新
会
員
が
増
え

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。新
し
い
会
員
さ
ん
に
は
、会

費
だ
け
の
会
員
で
終
わ
ら
な
い
で
、H
P
の
ご
案
内

や
配
布
資
料
で
色
々
な
企
画
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と

と
も
に
、ご
自
分
が
興
味
を
持
た
れ
る
委
員
会
の
活

動
で
是
非
お
仲
間
と
し
て
働
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。東
京
支
部
委
員
会
で
も
、経
験
に

基
づ
い
て
当
会

の
長
い
歴
史
を

ご
存
じ
の
ベ
テ

ラ
ン
委
員
に
助

言
い
た
だ
き
な

が
ら
、新
し
い

方
に
は
こ
れ
ま

で
気
が
付
か
な

か
っ
た
こ
と
を

提
案
い
た
だ

き
、み
ん
な
で

　
2
0
2
2
年
度
大
学
女
性
協
会
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
東
京
支
部
会
員
の
岩
村
道
子
で
す
。

　
今
期
の
理
事
会
の
当
面
の
重
要
課
題
は
秋
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
来
年
5
月
の
定
時
会
員
総
会
の
実
施
計

画
で
す
。ど
ち
ら
も
東
京
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
東
京
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、そ
の
実
行

に
際
し
て
多
大
の
ご
協
力
を
頂
戴
い
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は「
ユ
ー
ス
の
視
点
か

ら
見
直
そ
う
こ
れ
か
ら
の
日
本
」と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ

で
、コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
社

会
に
お
け
る
私
共
会
員
と
次
世
代
と
の
つ
な
が
り
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。定
時
会
員
総
会
は
、支
部
か
ら
の

開
催
引
き
受
け
の
お
申
し
出
が
な
い
た
め
に
理
事
会

主
導
で
の
東
京
地
区
開
催
と
な
り
ま
し
た
。開
催
は
東

　 

支
部
長
　
鷲
崎 

千
春

協
力
し
合
っ
て
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
目

指
し
ま
す
。

　
東
京
支
部
推
薦
の
陳
兆
昱
さ
ん
が
2
0
2
1
年
度

ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生
に
選
出
さ
れ
、6
月
12
日
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
会「
女
性
の
政
治
参
加
と
国
家
間
紛
争
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。陳
さ
ん
に
は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

ま
す
ま
す
研
究
成
果
を
発
揮
し
て
、将
来
は
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
支
部
で
は
、一
般
社
団
法
人
へ
移
行
時
の
残
余
財
産

を
使
っ
た
二
つ
の
奨
学
事
業
が
今
年
度
で
終
わ
り
ま

す
。新
し
い
事
業
の
取
り
組
み
も
ご
案
内
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
旧
メ
ン
バ
ー
の
協
力
で

　
　
　
活
発
な
委
員
会
を
　

京
支
部
会
員
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
な
し
に
は
不
可

能
で
ご
ざ
い
ま
す
。東
京
開
催
で
よ
か
っ
た
と
他
支
部

の
方
た
ち
も
喜
ば
れ
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
総
会
が
開

催
で
き
ま
す
よ
う
理
事
会
と
東
京
支
部
の
皆
様
で
計
画

案
を
練
っ
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、1
9
4
6
年
に
設
立
さ
れ
長
い
歴
史
を
も
つ

大
学
女
性
協
会
を
今
後
も
そ
の
活
動
を
継
続
し
つ
つ
未

来
へ
と
引
き
継
い
で
ゆ
く
に
あ
た
り
近
年
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
は
、会
員
の
高
齢
化
と
会
員
数
の
減
少
で
す
。

会
員
の
増
大
に
は
、大
学
女
性
協
会
の
特
色
や
魅
力
を

若
い
女
性
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
声

が
、岡
山
で
の
定
時
会
員
総
会
後
の
会
員
拡
大
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。そ
こ

で
課
題
と
な
る
の
は
、若
い
女
性
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
方

法
で
す
。理
事
会
は
次
世
代
の
方
た
ち
へ
の
働
き
か
け

を
少
し
ず
つ
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。幸
い
、東
京
支

部
に
は
多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
、趣
味
な
ど
を
お
持
ち
の
会

員
が
お
そ
ろ
い
で
、現
役
世
代
の
方
た
ち
も
会
員
活
動

に
参
加
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。東
京
支
部
の
活
動
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、ま
た
、お
知
恵
を
拝
借
し
つ

つ
、今
期
の
理
事
会
は
次
世
代
の
方
た
ち
か
ら
も
賛
同

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
J
A
U
W
へ
と
一
歩
で
も
半
歩
で

も
踏
み
出
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
東
京
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
仰
ぐ
こ
と
と
存
じ
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

JAUWの
明るい未来へ向けて
大学女性協会 会長 
岩村 道子
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2021年度東京支部事業報告　
支部事業

2022年度東京支部事業計画　
支部事業

本部事業（主な事業・支部関連事業）

支部総会　於本部会議室
委員出席と議決権行使書をもって開催　
支部委員会　以降10回開催（対面・オンライン併用)
講演会（オンライン）
「ＡＩ社会」講師：進士多佳子委員
東京支部国内奨学生募集
「ともしび」第70号発行　
報告会（オンライン）
国内奨学委員会、社会福祉委員会と共催　
2019年度JAUW国内奨学生報告会
「新型コロナ禍での勉学・研究と進路
　　　　　　　2019年度国内奨学生の視点から」
東京支部国際奨学金支給
講演会・懇親会　於自由学園明日館
「マングローブ、ミャンマー、気候危機、もしくは冒険的夫婦論」
講師：向後紀代美会員　向後元彦氏
東京支部国内奨学金支給
「ともしび」第71号発行　
投稿特集「男女平等後進国を脱するために」
勉強会(オンライン)　ＺＯＯＭ活用練習会開催　

4月18日

4月18日
6月19日

7月15日
7月20日
9月12日

12月7日

1月22日
3月  7日

支部総会議案を書面にて通知
支部総会　於本部会議室　
支部委員の出席と議決権行使書をもって開催
支部委員会　以降9回開催（対面・オンライン併用）
講演会（オンライン）
「女性の政治参加と国家間紛争」講師：陳兆昱氏
（2021年度JAUWホームズ奨学生 青山学院大学大学院）
東京支部国内奨学生募集
「ともしび」第72号発行
東京支部国際奨学金支給
東京支部国内奨学金支給
「ともしび」第73号発行

4月  1日
4月17日

4月17日
6月12日

10月
1月
3月

随　時

事
業
報
告
＆
事
業
計
画

5月23日
6月～9月
11月14日

1月  8日

2022年 JAUW東京支部総会（書面審議）報告 前書記　坂上栄美子・田中紀子

開　催　日　時　2022年4月17日(日)　13：00～14：00
会　　　　　場　JAUW本部会議室
会 場 出 席 者　支部委員11名
審　　議　　者　東京支部会員88名（会場出席者11名を含む）
１ 総会成立確認　2022年4月17日13時現在、議決権行使書提出者88名（有効数88名、無効数0名）。
　　　　　　　　東京支部規約第10条第2項に基づき、東京支部会員181名の5分の1（36名）以上の出席により総会が
　　　　　　　　成立することを確認した。
２ 議  長  選  出   東京支部規約第11条に基づき、長谷川瑞穂支部長が議長を務める。
３ 議　　　　事
　　審 議 事 項  第1号議案：2021年度東京支部事業報告　　　　
　　　　　　　  第2号議案：2021年度東京支部正味財産増減計算書内訳表・会計監査報告
　　　　　　　  第3号議案：2022年度東京支部事業計画（案）
　　　　　　　  第4号議案：2022年度東京支部予算書（案）正味財産増減計算書内訳表　　
　　　　　　　  第5号議案：2022年度東京支部新役員の選任
４ 結　　　  果　書面審議の結果、第1号議案～第5号議案すべての議案について、東京支部規約第10条第3項に基づ
　　　　　　　　き、原案通り承認された。
　　　　　　　　※第3号議案、第4号議案の（案）を削除した。　

JAUW第10回定時会員総会　於本部会議室
JAUW国内奨学生東京支部圏募集・選考・候補者推薦
2021年度JAUW全国セミナー（対面・オンライン併用）　
於エッサム神田ホール1号館
新春のつどい　於京王プラザホテル
　

本部事業（主な事業・支部関連事業）
5月22日
6月～9月
10月22日
1月14日

JAUW第11回定時会員総会　於岡山
JAUW国内奨学生東京支部圏募集・選考・候補者推薦
シンポジウム
新春のつどい　於京王プラザホテル
　

10月

・サークル活動：水墨画教室　映画クラブ
・寄付活動：中野区視覚障害者福祉協会へ使用済み切手を送付

その他

・サークル活動：水墨画教室　映画クラブ
・寄付活動：中野区視覚障害者福祉協会へ使用済み切手を送付

その他

◎新たな企画は、随時お知らせします。

7月15日
7月25日

〈 2 〉2022 年 7月25 日 第 72 号と   も   し   び



(単位：円）

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６科　目
セミナー
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

120,000

158,000

278,000

4,606

198,000

770

40,000

5,000

5,000

253,376

24,624

84,000

158,000

201,000

14,000

28

457,028

113,850

74,500

58,000

63,246

24,469

1,000

25,000

1,254

40,000

5,000

5,000

411,319

45,709

204,000

316,000

201,000

14,000

28

735,028

113,850

74,500

58,000

67,852

24,469

198,000

1,000

25,000 

2,024

80,000

10,000

10,000

664,695

70,333

70,333

3,126,868

3,197,201

3,197,201

204,000

316,000

201,000

14,000

34

735,034

113,850

74,500

58,000

72,178

28,502

198,000

1,000

240,000

25,000 

2,754

160,000

20,000

20,000

1,013,784

△ 278,750

△ 278,750

3,858,480

3,579,730

3,579,730

200口  入会金4口

158口

サークル他

②以外の消耗品費

「ともしび」70号71号

6

6

4,326

4,033

200,000

400

40,000

5,000

5,000

258,759

△ 258,753

40,000

330

40,000

5,000

5,000

90,330

△ 90,330

現金 預金額 会計

実施事業等会計 中山 　正子

菊地　 康子 会計監査 佐々木澄子　印その他会計

会計監査 鈴川　佳子　印

12,163 3,185,038三菱ＵＦＪ銀行

間違いのないことを証明いたします。

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており

2022年3月23日　

銀行名

0 三菱ＵＦＪ銀行 382,529

2021年度　東京支部  正味財産増減計算書内訳表　(2021年4月1日～2022年3月31日)

実施事業等会計 その他会計

支部計

(単位：円）
その他会計

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　　考
セミナー
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

4

4

0

4,000
2,000

200,000

529

40,000
5,000
5,000

256,529
△ 256,529

4

4

0

5,000
3,000

280,000

1,529

75,000
9,000
9,000

382,529
△ 382,529

△ 382,529
382,529

0
0

84,000
170,000

3,000
257,000

5,000
5,000

200,000

1,000

35,000
3,000
3,000

252,000
5,000

85,000
170,000

320,000

10,000
20

5,000
590,020

300,000
50,000
75,000
55,000
20,000

10,000
2,000

40,000
4,000
5,000

561,000
29,020

169,000
340,000

320,000

10,000
20

8,000
847,020

300,000
50,000
75,000
60,000
25,000

200,000

10,000
3,000

75,000
7,000
8,000

813,000
34,020

34,020
3,197,201
3,231,221
3,231,221

169,000
340,000

320,000

10,000
24

8,000
847,024

300,000
50,000
75,000
65,000
28,000

200,000

280,000

10,000
4,529

150,000
16,000
17,000

1,195,529
△ 348,509

△ 348,509
3,579,730
3,231,221
3,231,221

165口　入会金4口

170口

懇親会

サークル他

懇親会他

講師お車代含む

②以外の消耗品費

「ともしび」２回発行

実施事業等会計

支部計

2022年度　東京支部  予算書（正味財産増減計算書内訳表）　(2022年4月1日～2023年3月31日）

1,000
1,000

80,000

1,000

35,000
4,000
4,000

126,000
△ 126,000

資金残高（2022年3月31日現在）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

 　 消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

6

6

4,326

4,033

240,000

730

80,000

10,000

10,000

349,089

△ 349,083

△ 349,083

731,612

382,529

382,529

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

　　消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

科　目

備　　　考
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　最初に、進行役 山下いづみ委員長より、このワーク
ショップは、2014 年 7 月にシンガポールで開催されたア
ジア地域ワークショップ「外部の人たちに組織の活動が
理解され、会員が増えるにはどうしたらよいか」に倣っ
ていると説明があった。
　定時会員総会、講演会が終わり15 時からのスタート、
10 グループのそれぞれが手元に用意されたポストイット
に、当会について思っていることを書き込んだ。そのあと、
模造紙に同じような意見をまとめて貼り付け、クレヨン
で大きく書き添えて、グループ発表となった。
　「この会の強みは何？」全国組織、国際組織である、
行政に提言できる、同じような考えを持っている、各世
代がいる、対等に話し合える、ボランティア精神がある、
専門分野の人が多く学びができる、高齢者も元気、若い
リーダーを育てたい意識がある等々。
　一方、「この会の弱みは何？」では、若い人が少ない、
活動内容が分かりにくい、名称から会員に誘いにくい、
地域格差がある、地域に沿った活動ができていない、
会費が高い、会費に見合う活動ができていない、役を引
き受ける人が一部に集中してしまう等が挙がった。
　90 分で約 90 人の参加者というワークショップ、十分な
時間は取れなかったが、みんなが一つになり、今一度、
大学女性協会を見直してみようと、どのグループも真剣に
取り組み、大変意義ある時間を過ごせた。（ 鷲崎 千春 ）

一般社団法人大学女性協会東京支部
支部長　鷲崎千春
〒160-0017　東京都新宿区左門町11番地6の101
Tel 03-3358-2882　Fax 03-3358-2889  
Email；jauw@jauw.org  URL；https://www.jauw.org                                     

　

総
会
前
日
5
月
21
日
16
時
か
ら
、
支
部
長
会
が
、

す
で
に
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
の
配
置
が
さ
れ
た
懇
親
会

場
の
半
分
を
使
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
加
納
会
長
は
ご
挨
拶
で
、
対
面
で
の
総
会

に
向
け
て
、
岡
山
支
部
の
方
々
の
行
き
届
い
た
受
け

入
れ
態
勢
を
労
わ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
お
陰
で
可
視

化
は
進
ん
だ
が
、
目
に
見
え
る
も
の
の
先
に
あ
る

J
A
U
W
の
活
動
を
通
し
て
の
触
れ
合
い
を
大
事
に

し
ま
し
ょ
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
理

事
・
監
事
に
よ
る
各
担
当
業
務
の
説
明
が
総
会
に
先

駆
け
て
詳
し
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ま
に
お
会
い
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、支
部
の
活
動
報
告
、趣
味
、今
夢
中
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
紹
介
し
て
、
交
流
の
時
を
持
ち
ま

し
た
。
多
く
の
支
部
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る

支
部
だ
よ
り
が
配
布
さ
れ
、
支
部
活
動
の
活
発
な
こ

と
に
も
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
と
も
し
び
」
の

投
稿
特
集
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
と
の
声
を
聞

い
て
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
支
部
か
ら
も
会

員
の
高
齢
化
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
な
い
人
を
取
り
残

さ
な
い
工
夫
、
支
部
長
選
び
の
苦
労
、
当
協
会
へ
入

会
を
誘
う
際
の
難
し
い
点
な
ど
、
問
題
点
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
支
部
か
ら
は
、
会
員
た
ち
の
熱
心
な

声
が
け
で
今
年
に
な
っ
て
一
人
ふ
た
り
と
入
会
し
て

く
だ
さ
る
方
が
続
き
心
強
く
思
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
新
会
員
の
方
に
積
極
的
に
支
部
の
活
動
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
意
識
的
に
働
き
か
け
を
し
て
い

る
こ
と
な
ど
報
告
し
ま
し
た
。

　

5
月
22
日
、
岡
山
市
で
3
年
ぶ
り
に
対
面
に

よ
る
総
会
が
開
か
れ
た
。
21
日
の
支
部
長
会
、

懇
親
会
か
ら
始
ま
り
、
22
日
は
定
時
会
員
総
会
、

全
国
総
会
、
23
日
は
、
研
修
旅
行
と
続
い
た
。

支
部
長
会
に
は
、
19
支
部
か
ら
支
部
長
・
ま
た

は
代
理
が
集
ま
り
、
本
部
か
ら
の
連
絡
事
項
、

支
部
長
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
19
階
「
宙
」
で
の
懇
親
会

は
、
と
な
り
の
人
と
の
間
に
、
ア
ク
リ
ル
板
の

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
あ
っ
た
も
の
の
、
岡
山
市

を
一
望
で
き
る
部
屋
で
お
い
し
い
お
料
理
を
堪

能
し
た
。
そ
の
時
の
夕
日
は
、
実
に
み
ご
と
で

あ
っ
た
。
22
日
の
総
会
は
、
出
席
者
85
名
、
議

決
権
行
使
書
に
よ
る
出
席
者
２
４
７
名
に
よ
り

成
立
。
議
事
の
承
認
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
度

か
ら
の
新
理
事
・
監
事
が
選
出
さ
れ
た
。
午
後

は
、
岡
山
市
出
身
の
歴
史
学
者
磯
田
道
史
氏
に

よ
る
講
演
会
、
会
員
拡
大
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
続
く
。
23
日
は
、
竹
久
夢
二
探
検
隊
と
し
て
、

瀬
戸
内
の
エ
ー
ゲ
海
と
い
わ
れ
る
牛
窓
、
生
家

や
夢
二
美
術
館
を
訪
ね
た
。

　

3
年
ぶ
り
に
支
部
長
さ
ん
、
他
支
部
の
方
々

と
お
会
い
で
き
、
直
接
お
話
が
で
き
、
食
事
が

で
き
、
バ
ス
旅
行
も
で
き
、
な
ん
と
楽
し
か
っ

た
こ
と
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
な
か
っ
た
事
の

損
失
の
大
き
さ
、
人
と
人
が
直
接
顔
を
あ
わ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
岡
山
支

部
の
き
め
細
か
な
準
備
に
、
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

前
副
支
部
長　

森
川 

淳
子

第
11
回
定
時
会
員
総
会
・

　
　
　
　
全
国
総
会
に
出
席
し
て

支
部
長　

鷲
崎 

千
春

支
部
長
会

 

ー 

懐
か
し
い
方
々
と
再
会
し
て 

ー 

会員拡大委員会による
ワークショップ

　～大学女性協会の特色を見直して～

2022 年 5月 22日
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家族の笑顔と健康が一番の宝物

私
は
、今
年
3
月
に
看
護
師
及
び
保
健
師
の
国
家

試
験
に
合
格
し
、製
造
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
に
応
募
し
、医
療
福
祉
職
と
し

て
活
躍
し
た
い
と
い
う
夢
を
ご
支
援
い
た
だ
け
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、大
学
4
年
次
の
保
健
師
コ
ー
ス
の
行
政
保

健
実
習
に
お
い
て
、市
町
村
の
保
健
所
に
て
、乳
幼
児

健
診
や
健
康
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
参
加
、フ
レ
イ
ル

予
防
の
健
康
教
育
、難
病
者（
児
）・
障
害
者（
児
）の
家

庭
訪
問
等
を
し
ま
し
た
。そ
し
て
訪
問
先
の
皆
様（
お

子
様
）が
、保
健
師
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
社
会
資

源
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、非
常
に
力
強
く
、前
向

き
に
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
に
強
く
感
動
し
ま
し

た
。ま

た
産
業
保
健
実
習
で
は
、日
本
の
製
造
業
を
支

え
る
現
場
の
方
々
の
健
康
支
援
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。そ
し
て「
健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
や
、職
業

病
を
含
む
疾
病
予
防
の
必
要
性
を
強
く
認
識
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

行
政
保
健
と
産
業
保
健
の
い
ず
れ
の
場
面
に
お
い

て
も
、保
健
師
の
役
割
は
、健
康
支
援
で
あ
っ
た
り
、

環
境
を
整
え
る
等
の
後
方
支
援
部
隊
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。「
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、そ
っ
と
背

中
を
押
す
の
が
役
割
で
す
」と
、実
習
先
で
先
輩
方
が

教
え
て
く
れ
た
学
び
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
一
方
で
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
自
治
会
等
の
地

域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
、生
涯
を

通
じ
た
国
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、厚
生
労

働
省
が
推
進
す
る「
地
域
・
職
域
連
携
推
進
事
業
」を

一
層
加
速
さ
せ
、地
域
と
企
業
の
連
携
の
強
化
が

益
々
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
、私
自
身
も
今
後
、当
該
分
野
に
お
い

て
、人
生
1
0
0
年
時
代
を
謳
歌
す
る
た
め
の
生
き

方
支
援
や
健
康
維
持
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ

い
て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

今
後
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
上
で
、多

く
の
困
難
に
遭
遇
す
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
際
に

は
、叡
智
の
結
集
で
あ
ら
れ
る
一
般
社
団
法
人 

大
学

女
性
協
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
る
と
大

変
心
強
い
で
す
。長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
皆
様
に
直
接

お
会
い
で
き
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
変
残
念

で
す
が
、い
つ
か
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度 

東
京
支
部
国
内
奨
学
生
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
）

レ
ポ
ー
ト

慶
應
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
卒
業（
2
0
2
2
年
3
月
）

製
造
業
勤
務
　

一般社団法人大学女性協会 東京支部国内奨学生（通称 チャレンジ奨学生）
2022年度募集要項

Ⅰ 応募資格
２年以上の就労（アルバイトを除く）の後、文部科学省の認可する東京
都・沖縄県・神奈川県・埼玉県・千葉県・山梨県に本部を置く大学の３年
次に在学する女子学生。卒業時まで同大学に在学することを条件とす
る。就労以前の学歴は問わない。

Ⅱ 支給額および募集人数
奨学金20万円を１名に１回支給する。返還は求めない。

Ⅲ 応募提出書類
⑴ 履歴書・自己紹介書
⒈ 所定の様式による
⒉ 写真貼付
⒊ 履修科目は主な専門科目1科目であること
⒋ 履修科目の指導教員の職名・署名を必要とする

⑵ 作文
所定の様式によりＡ４用紙1枚に1000字以内
テーマ　「どのような就労経験を経て、現在の勉学を必要と考え
たか。その勉学を今後どう生かしたいかについて」

⑶ 大学の在学証明書
備考⑴ ⑵は、ホームページからダウンロードし、印字可。

Ⅳ 応募方法および締切り
応募者は応募書類を在学大学へ提出する。大学は一括して2022年
10月20日（木）（必着）までに大学女性協会東京支部に提出する。　

Ⅴ 選考結果通知
本人および大学学長に11月末までに通知する。

Ⅵ 支給
 １月予定。別途連絡する。

Ⅶ 奨学生の義務
卒業後２カ月以内に「勉学の概要と現況」（800～1000字）を大学
女性協会東京支部に提出すること。提出のない場合は、奨学金の
返還を求めることがある。「勉学の概要と現況」は、支部会報「とも
しび」に掲載する。同封会報「ともしび」参照のこと。

　一般社団法人大学女性協会東京支部は、企業、官公庁などでの就労経験の後、現在大学で勉学中の意欲ある女性に、その勉学を支援することを
目的として奨学金を支給する。卒業後は再び就業し、自らのステップアップのみならず広く社会に貢献することを条件とする。

2022年度は東京支部国際奨学生の募集はありません。

一般社団法人大学女性協会東京支部
支部長　鷲崎千春
〒160-0017　東京都新宿区左門町11番地6の101
Tel 03-3358-2882　Fax 03-3358-2889  
Email；jauw@jauw.org  URL；https://www.jauw.org                                     

【問合せ先】

登
尾 

泉
美

の
ぼ
り
お

い
ず
み
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6月12日、2021年度のホームズ奨学生に採用された陳
兆昱さんに「女性の政治参加と国家間紛争―“女性と政
治”を考える」をタイトルにオンラインでご講演いただき
ました。参加者36名と、大変盛況な会となりました。
講演では、まず修士論文の内容、続いて現在執筆中の

博士論文の研究についてご紹介いただきました。議会に
おける女性議員の人数が増えると、国家は政策決定の場
面で、国家間紛争を推し進めない傾向にあるそうです。
具体的には、軍事費の減少や平和条約の締結、紛争後の
平和構築の促進が挙げられます。また、女性議員の増加
により、人道支援や福祉、教育面に重点を置いた政策が
推し進められることが、先行研究により明らかになった
ことも報告されました。ただし、日本にはまだ誕生してい
ませんが、国家のリーダーが女性である場合には、政策
決定に変化はないことも分かっているそうで、興味深い
お話でした。今後の研究として、統計学の見地から女性
議員の増加が外交政策・国家間紛争の解決にどのよう
な影響を与えるかを明らかにするとともに、フェミニスト
外交で有名なカナダ、議会における男女比が50%である
メキシコの2カ国を事例研究として取り上げるとのことで
した。

当日は東京支部だけではな
く、11の支部からご参加いた
だき、また会員外からのゲスト
もお迎えして、活発な質疑応
答と議論が行われました。政
治学の研究者からは、同じよ
うに女性議員といっても、独
裁制における制限付きの選挙
と民主主義国家におけるそれ　　　　　　　　　　　
とは異なるのではないかという指摘がなされ、政治学を
専門としない会員からは、理論を実証する地域研究とし
て、メキシコとカナダを選択することの妥当性が問われ
ました。
なお、陳さんは本会からの奨学金を用いて渡米し、ミ

シガン大学のICPSR summer programで統計の手法に
ついてより深く学ばれるとのことです。ホームズ奨学金
が若い女性研究者の一助となっていることを改めて認識
し、本会の活動の意義を確認することができたことは、
私たちにとっても望外の喜びでした。陳さんのご研究の
進展を願うとともに、再び研究成果についてお話を伺え
る機会を心待ちにしております。

　私は大学女性協会の会長を2020年、2021年と一
期務めました。その前の期では副会長でしたが、会長と
なると関わる領域はさらに相当広く、必死に駆け抜け
た２年でありました。結論からいえば会長を経験させ
ていただいて本当に良かったと感謝しています。
　就任直後から新型コロナウイルス感染症という難問
に見舞われました。数か月間事務所は閉鎖、長年勤めて
いたパートタイム職員3名も辞意表明、代わりの新人も
続かないという状態からの出発でした。さらにいわゆる
コロナ禍は大学女性協会の主要行事を直撃し、総会も
新春の集いもコンサートも留学生対象の国際奨学事業
も実施できませんでした。ただし少し経つとオンライン
の技術や知識が強化され、セミナー、シンポジウム、Jカ
フェ、奨学金受賞者の発表会などが結果的には全国の
会員にとって参加しやすい形に変わってゆきました。さ
すが大学女性協会です。
　課題に直面した際は「原点に帰れ」とよく言われます。
私も頻繁に必要になる判断のヒントとするために、大学
女性協会の草創の理念、責務、目標などを探り求めてき
ました。おかげで定款の文言通りではありませんが、そ

の精神は掴むことができたよ
うに思います。
　まず私たち女性は自分自身
が学び続けなければなりませ
ん。人口の半分である女性が
実力をつけてこそ世の中が良
くなるからです。次は自分に続
く者を育てることです。奨学金
事業はそのなかに位置づけら
れます。そして三つ目、目指すべきは「平和」です。世界
の恒久平和というとあまりにも迂遠な広言ですが、自
分の隣にいる人と親しく交わるということがその第一
歩であるに違いないと信じ、とにかく大学女性協会内
では喧嘩はするまい、と心がけてきました。
　この２年で知ったこと、それは女性の長所と欠点は    
表裏一体だということです。男性でもきっとそうなので
しょう。そこに希望があるということでもあります。も
う一つ、たくさんの素敵な友人に出会えました。ですか
らやはりおしまいは、Viva, JAUW!　

ー 陳 兆昱氏の講演を聞くー

講演会報告
女性の政治参加と国家間紛争―“女性と政治”を考える

支部委員　宮下 摩維子

前会長　加納 孝代ヴィーヴァ、大学女性協会

陳兆昱氏
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Q : 年代 1名 ◉全項目ともアンケートの
　回答者数は 37 名
　( 参加者合計 67 名）

1名

1名

1名
9名

8名（22％）

16名（43％）

●シリーズ勉強会・講演会　●ZOOM会議を主催、発表の方法
●教育、共生社会に関する講演会　●世界の女性問題解決に資
するもの　●オンラインでのコンサート
●将来に大学女性協会の会員になってくださるような若い方々
も感動出来るような、そして私たちも JAUWの活動の意義を感
じることのできるような講演会、勉強会など。
●地方に居住する者にとっては、本部イベント等に参加できる
機会が増え、大学女性協会の活動がわかりやすく感じます。
●会員による講演会・会員の専門分野に関するセミナー、小規
模でも多様に。（学術、個人的活動に関わらず）
●女性が健康を保ちながら学び続けられるヒント。
●社会的に関心のあるテーマ。さらに参加者で話し合ったり、
議論したりのイベントも。
●あまり大人数ではなく、感銘した本や絵画、観劇の話など楽
しくできるものがあってもいいかなと思います。それと戦争体
験者が減ってきている昨今ですので、体験された方、先輩から
聞いた話などオンラインで是非語り継いでいただきたいです。

Q: どのようなオンラインイベントをご希望ですか？

JAUW会員
89％

パソコン
90％

参加したい
95％

スマホ 0.5%

東京支部 40%　
他支部 60%

一般

（札幌・新潟
・茨城・神奈川
・福井・神戸
・長崎・大分）

11％

Q : 所属

Q :これからもオンラインイベントに
      参加したいですか？

   その他 
・日程次第
・内容次第
    計 5%

Q :今回使った端末は何ですか？

タブレット
          0.5%

会員のうち

お問い合わせ：中山正子 ( 東京支部 )

Email: masako@c02.itscom.net
Tel：045-541-2481　携帯：090-6514 - 8135

オ
ン
ラ
イ
ン
練
習
会
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

上
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
お
分
か
り
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、自
宅
に
い
な
が
ら
、催

し
に
参
加
す
る
の
は
と
て
も
便
利
で
す
。

▼
東
京
支
部
で
は
、昨
年
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
練
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。未
経
験
の

方
に
は
、ま
ず
メ
ー
ル
か
お
電
話
で
初
め

の
一
歩（
ア
ク
セ
ス
方
法
）を
ご
説
明
し
ま

す
。ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

練
習
会
で
基
本
操
作
を
ご
説
明
し
ま
す
。

▼「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
！
」と
い
う
方
、

経
験
が
あ
っ
て
も
不
安
な
方
、ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
た
い
方
、さ
ま
ざ
ま
な
方
が
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。他
支
部
の
方
も
お
見

え
に
な
り
、楽
し
い
お
喋
り
に
な
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。ぜ
ひ
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

JAUW

PCでもスマホでも。
他支部の方も。

オンラインイベント参加者アンケート
『ともしび』71号に掲載の 2021年9月開催「2019 年度国内奨学生・社会福祉奨学生による報告会」で
実施したアンケートの回答から 5項目をまとめました。 ※アンケート記述回答の詳細は調整しています。
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大
学
女
性
協
会
の
会
員
は
素
敵
な
方
ば
か
り

で
す
。
ぜ
ひ
お
話
を
お
聞
き
し
た
く
、
こ
の

ペ
ー
ジ
を
企
画
し
ま
し
た
、
第
一
回
と
し
て

お
尋
ね
し
た
の
は
庄
司
ヨ
シ
さ
ん
で
す
。

子
供
時
代
、
学
生
時
代
、
ご
結
婚
後

● 

お
生
ま
れ
は
？　

ど
ん
な
ご
家
族
で
し
た
か
？

昭
和
３
年
、
札
幌
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は

農
大
で
ア
ミ
ノ
酸
を
研
究
し
て
お
り
、
出
張

や
原
稿
書
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
母

は
何
で
も
一
人
で
決
め
て
賑
や
か
な
の
が
好

き
な
人
で
し
た
。
私
達
兄
姉
は
比
較
的
自
由

に
育
て
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

● 

少
女
時
代
、
好
き
な
本
や
音
楽
は
？

書
棚
に
夏
目
漱
石
・
志
賀
直
哉
の
全
集
が
あ

り
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
も
読
ん
で
い
ま
し

た
。 

母
が
西
洋
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

オ
ペ
ラ
の
レ
コ
ー
ド
は
小
さ
い
頃
か
ら
何
と

な
く
聴
い
て
い
ま
し
た
。

● 

女
学
校
の
思
い
出
は
？

女
学
校
で
国
語
が
好
き
で
し
た
。
戦
時
中
で

勤
労
奉
仕
が
多
く
、楽
し
み
は
少
な
か
っ
た
。

あ
の
頃
は
、口
に
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
本
は
負
け
る
ん
だ
と
気
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
も
早
く

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
家
族
の
命
の
危
険
が
な

く
な
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、
心
の
底
で
思
っ

て
い
ま
し
た
。

● 

将
来
の
夢
は
何
で
し
た
か
？

職
業
に
つ
く
と
思
っ
て
い
な
い
頃
で
、
は
っ

き
り
し
た
夢
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
大
学
時
代
で
し
た
か
？

終
戦
後
、
東
京
は
焼
け
野
原
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
母
と
伯
母
が
卒
業
し
た
日
本
女
子

大
の
校
舎
（
目
白
）
が
残
っ
て
い
る
の
を
知

り
、昭
和
21
年
に
入
学
し
ま
し
た
。
家
政
科
、

生
活
芸
術
科
で
広
範
囲
に
学
べ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
友
人
も
い
て
、
ア
メ
リ
カ

映
画
を
よ
く
見
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
平
和

が
嬉
し
く
、
幸
せ
な
学
生
時
代
で
し
た
。

● 
ご
結
婚
後
、
海
外
で
長
く
暮
ら
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
で
し
た
か
？

夫
が
造
船
会
社
に
勤
務
、
そ
の
関
係
で
、
ラ

ン
グ
ー
ン
、
マ
ニ
ラ
、 

そ
し
て
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

● 

当
時
、
ご
家
族
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

旅
行
が
楽
し
く
、
お
い
し
い
食
事
も
家
中
の

皆
が
喜
ぶ
こ
と
で
し
た
。 
母
が
日
本
か
ら
来

る
と
い
つ
も
面
白
い
話
を
し
て
く
れ
て
、
今

で
も
思
い
出
す
と
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
活
動
に
つ
い
て

●
ご
帰
国
後
、
尽
力
さ
れ
た
平
和
や
文
化
の
ご
活

動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
55
年
頃
、Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｆ（
婦
人
国
際
平
和

自
由
連
盟
）
に
入
会
し
ま
し
た
。
世
界
一
古

い
女
性
の
平
和
団
体
で
す
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
け
た
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ス
の
意
を

引
い
て
お
り
、
私
も
深
く
共
鳴
し
ま
し
た
。

国
内
各
地
で
の
会
議
に
は
す
べ
て
出
席
し
ま

し
た
。現
在
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
本
部
か
ら
の
メ
ー

ル
を
数
人
で
毎
月
定
例
で
学
ん
で
い
ま
す
。

社
団
法
人
の
庭
園
協
会
に
も
長
く
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
か
つ
て
壮
大
な
お
屋
敷
が
日
本

中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
、
多
く
が
県
や

市
に
寄
付
さ
れ
、
徐
々
に
庭
園
と
し
て
公
開

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
過
程
の
調
査

や
編
集
な
ど
に
参
加
、
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
面

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
庭
園
、
造
園

に
は
興
味
が
つ
き
ま
せ
ん
。

● 

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
と
の
ご
縁
は
？

入
会
は
学
生
時
代
の
友
人
の
西
村
章
子
さ
ん

の
誘
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
昭
和
60
年
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
毎
年
の
総
会
で
は
日

本
各
地
の
自
然
や
美
し
い
文
化
を
堪
能
で
き

ま
し
た
。
現
在
も
会
員
委
員
会
の
委
員
と
し

て
会
員
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
、
多
く
の
役
員
や
会
員
の
方
々
の
ご

努
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
そ
し
て
、
将
来
に
つ
い
て

● 

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

元
来
が
気
楽
。
兄
姉
が
多
く
、
助
け
合
え
ま

し
た
。
何
度
も
の
転
勤
で
環
境
の
変
化
の
連

続
で
し
た
が
、
あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
子
供
た
ち
に
よ

く
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

● 
コ
ロ
ナ
禍
で
の
お
付
き
合
い
は
？ 

次
男
夫
婦
は
同
じ
建
物
で
す
が
、
来
る
と
き

は
マ
ス
ク
を
し
て
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
友

人
と
会
う
こ
と
は
我
慢
。
で
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
月
に
何
度
か
交
流
を
持
っ
て
い
ま
す
。

● 

Ｉ
Ｔ
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

ワ
ー
プ
ロ
は
30
年
前
か
ら
使
っ
て
い
ま
し
た

の
で
パ
ソ
コ
ン
で
の
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、 
Ｅ
メ
ー
ル

を
書
く
こ
と
な
ど
に
は
自
然
に
慣
れ
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
。
ア

ク
セ
ス
な
ど
は
長
男
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。

ス
マ
ホ
も
便
利
な
の
で
使
っ
て
い
ま
す
。

● 

ご
趣
味
、
ご
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

自
分
の
時
間
が
十
分
に
あ
る
の
で
、
音
楽
を

聴
い
た
り
、
映
画
を
観
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
ま
た
、
国
際
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
は

い
つ
も
気
に
な
り
ま
す
。
世
界
地
図
は
手
元

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

● 

工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
は
？

 

転
ば
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
、
食
事
は
偏
り
が

な
い
よ
う
、好
き
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

● 

楽
し
か
っ
た
こ
と
で
、
真
っ
先
に
思
い
出
す
の

は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

両
親
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
婚
祝
い
に
親
戚
・
友

人
が
集
ま
っ
て
懐
か
し
さ
で
話
が
つ
き
な

か
っ
た
こ
と
。 

40
年
前
の
こ
と
で
す
。

● 

昭
和
、
平
成
の
良
か
っ
た
と
こ
ろ
は
？

紛
争
が
続
い
て
い
る
国
の
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
日
本
に
も
い
ろ
い
ろ
不
幸
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
地
理
的
に
も
恵
ま
れ
、
お
互

い
協
力
し
て
解
決
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

● 

令
和
の
こ
れ
か
ら
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
、
少
し
で
も
お
互

い
に
役
に
立
つ
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
国
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

● 

タ
イ
ム
マ
シ
ン
が
あ
っ
た
ら
い
つ
に
行
き
た
い

で
す
か
？

今
と
い
う
時
代
、

こ
れ
か
ら
の
世
の

中
に
、
興
味
津
々

で
す
。

庄
司
ヨ
シ
さ
ん

第
一
回

お
話
をく

だ
さ
い

聞
か
せ
て

（
取
材
・

   

中
山
、
進
士
）
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今年度、3名の新しいメンバーが加わりました。

東京支部委員会
新委員ごあいさつ

鈴木 公江
　寡聞にして、大学女性協会について知った
のは、コロナ禍の昨年秋、５０年来の友人鷲
崎さんを通じてです。夫の仕事の関係で海外
生活が長かったこともあり、帰国後は外国法
法律事務所で日本語教師として働いていたの
ですが、コロナで生徒数が激減し、社会との
つながりが希薄になっている時でした。折し
も鷲崎さんが新支部長になられるとのことで、
自己啓発と社会とのつながりを得る好機と思
い、入会を決めました。より早くより深く楽し
めるとの、強いお勧めもあって、委員会のメン
バーにまでなってしまいました。

宮下 摩維子
　母の本協会での活動を間近で見ており、そ
の活動の有意義さに感銘を受け、入会致しま
した。東日本大震災後の奨学金事業など、社
会の直面した問題にすぐにアクションを起こ
す行動力は他の団体にはないものと感銘を受
けております。
　活動自体の魅力のほかに、皆さまの社会貢
献の意欲の大きさやお心の強さに憧れたこと
も入会の理由の一つです。私は大学で法律学
（民事訴訟法担当）の教鞭を取っております。
諸先輩方のように熱い志を失わず、異なる意
見をもつ会員との意見交換を恐れずに、社会
に対して私なりにどんな貢献ができるか学ん
でいきたいと思っております。
　　
青木 麻里子
　この度、新入委員に加わりました青木麻里
子です。学生時代は、フランスに留学し、社
会人になってからも、パリとシンガポールに
住んでおりました。大学時代に日本学生協会
基金（JNSA）という学生団体で活動してい
たのですが、自らの意志で色々と活動をして
いた若い頃と同じ熱を感じ、初めて出席させ
ていただいた委員会では、その頃を懐かしく
思い出しました。大人になってさらに様々な
経験を重ねた皆様が一堂に会し、活動する力
は素晴らしいことと存じます。また、「ガール
ズパワー」という言葉があるように、女性な
ればこそ達成できることもあると信じており
ます。

東京支部の委員会は、講演会、小規模の勉
強会、見学会、編集、そのほか新たな企画
など、メンバーそれぞれのアイディアや持
ち味を発揮できる楽しい場です。ご興味の
ある方は、ぜひ、東京支部委員会の扉をノッ
クしてみてください。お待ちしています。

CAMPAIGN

毎月15日は
JAUWのホームページを見よう！

大学女性協会のWebサイトをご覧になったことがありますか？
"すべての女性が輝く明日のために″をスローガンに掲げた
JAUWの幅広い活動がわかります。毎月15日に更新されます。

Scholarships

すべての女性が輝く
明日のために

 https://www.jauw.org
本部や各地の最新情報が一目でわかります。

東京支部のホームページ
最新情報ほか過去の『ともしび』、出版物、イベントなどを
掲載。JAUWトップページからも入れますが、すぐに支部ペー
ジを見たいときは「JAUW 東京支部」で検索してください。

国際ネットワーク支援

※上記は一部です

検 索  JAUW東京支部
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鷲
崎
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新
）
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支
部
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長
谷
川
瑞
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新
）

書
記 

田
中
紀
子　
長
谷
川
瑞
穂（
新
）

会
計 

菊
地
康
子　
森
川
淳
子（
新
）

支
部
委
員 
青
木
麻
里
子（
新
）　
安
東
桂
子

　
　
　
　
　
太
田
惠
子　
坂
上
栄
美
子　

　
　
　
　
　
嶋
田
美
惠
子　
進
士
多
佳
子　

　
　
　
　
　
鈴
木
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山
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村
久
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宮
下
摩
維
子（
新
）

監
査 

佐
々
木
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子　
早
川
恵
子（
新
）　

２
０
２
2
年
度  

東
京
支
部
委
員
会

サ
ー
ク
ル
案
内

◉ 

水
墨
画
教
室

　
♦ 

若
干
名
募
集
中
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。お
試
し
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

  •

第
２
金
曜
日　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

•

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所 

会
議
室

•

講
師　
日
髙
絹
子（
絹
紅
）会
員

•

連
絡
先　
森
川
淳
子

  

電
話（
０
４
５
）５
８
３―

３
４
３
０

◉ 

映
画
ク
ラ
ブ

　
♦ 

ご
一
緒
に
映
画
を
見
て
〝
映
画
談
義
〞
を
楽
し
む
、気
さ
く
な
集
い
で
す
。

         

ぜ
ひ
一
度
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

•

隔
月
開
催　
そ
の
都
度　
日
、時
間
、場
所
を
連
絡

•

入
会
申
込
、連
絡
先

  Em
ail: jauw

.tokyo@
gm
ail.com

  

電
話
・Ｆ
ａ
ｘ（
０
４
５
）５
４
１―

２
４
８
１（
中
山
正
子
）

２
０
２
2
年
度  

東
京
支
部
新
入
会
員

青
木
麻
里
子

井
ノ
口
繭

大
井
恭
子

小
根
山
千
歳

木
下
ひ
ろ
み

鈴
木
公
江    

（
上
智
大
学
）

（
東
京
大
学
大
学
院
）

（
東
京
大
学・ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
大
学
院
）

（
大
阪
大
学
大
学
院
） 

再
入
会

（
ア
ー
ラ
ム
カ
レ
ッ
ジ
）

（
東
京
教
育
大
学
大
学
院
）

＊
敬
称
略  

＊
50
音
順
、括
弧
内
は
出
身
校

  

＊
50
音
順  

＊
記
載
後
に
括
弧
の
記
載
が
な
い
委
員
は
再
任

※「ともしび」は会員のための情報誌です。外部に向けた転載、引用などは事務所までご一報ください。

夏
瑛　
鈴
川
佳
子　
日
向
美
砂
子

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
千
円

＊
敬
称
略

住
所
等
の
変
更
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い

し
ま
す
。

91
歳
以
上
の
会
員
の
会
費
は
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
部
長
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支
援

の
た
め
使
用
済
み
切
手
を
事
務
所
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

支
部
か
ら
の
連
絡

（
編
集
担
当  

嶋
田
、進
士
、安
東
、鈴
木
）

　
ま
だ
６
月
だ
と
い
う
の
に
、突
然
の
猛

暑
。入
稿
に
向
け
て
の
最
終
作
業
は
不
快

指
数
と
の
戦
い
で
し
た
。と
い
っ
て
も
、

「
と
も
し
び
72
号
」は
、新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
。新
会
長
・
新
支
部
長
の
お
言
葉
、岡
山

で
の
全
国
総
会
体
験
記
、奨
学
生
の
講
演

報
告
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

楽
し
い
編
集
業
務
と
な
り
ま
し
た
。協
会

の
発
展
に
尽
く
し
た
初
期
会
員
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
新
企
画
も
登
場
。本

誌
が
皆
さ
ま
と
協
会
の
絆
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

《
編
集
後
記
》
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《ともしび》
投稿募集

テーマ　：「言葉  ことば  コトバ」 
原稿題目（見出し）：ご自由に　原稿字数：800字以内※
記載事項：氏名（よみがな）　締め切り：2022年（令和4年）12月25日
掲載予定：『ともしび 』73号（2023年３月発行）

jauw.tokyo@gmail.comEmail :(一社）大学女性協会 東京支部 ともしび投稿係　
所属支部、住所、連絡先（固定電話/携帯電話）を記載のうえ、郵送かメールでご送付ください。

◉応募要領

◉原稿の
　送付先

言葉は、いつの時代も、日々生まれ、また日々消えていきます。
発信ツールの多様化の今、目まぐるしいものがあります。
そんな言葉や使い方で、便利な言葉、好ましい言葉、
新しいことに気づかせてくれる言葉、また反対に耳障りな言葉、
不快に感じる言葉、意味不明の言葉などを、具体的に例を挙げて、
ご意見をお聞かせください。
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	ともしび第72号_P10_220713

